
(57)【要約】

【課題】近年の冷凍空調機器の高効率化と、二酸化炭素

などの高圧冷媒の適用に伴い、スクロール圧縮機におけ

る固定スクロールと旋回スクロールの鏡板が摺動する面

での摺動損失低減が課題となっていた。

【解決手段】旋回スクロール１３の鏡板１３ａ内部に、

一方の開口部が固定スクロール１２の鏡板１２ａと旋回

スクロール１３の鏡板１３ａとの摺動面１３ａに開口し

、もう一方の開口部が高圧部３０に常時開口する連通路

８０を設けることにより、摺動面１３ａにオイル６を常

時供給することにより、摺動損失を低減し、圧縮効率向

上および高信頼性化を実現することができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鏡 板 か ら 渦 巻 き ラ ッ プ が 立 ち 上 が る 固 定 ス ク ロ ー ル と 旋 回 ス ク ロ ー ル と を 噛 み 合 せ て 、 前
記 旋 回 ス ク ロ ー ル を 自 転 の 規 制 の も と に 円 軌 道 に 沿 っ て 旋 回 さ せ た と き に 容 積 を 変 え な が
ら 移 動 す る こ と で 、 吸 入 、 圧 縮 、 吐 出 を 行 う 圧 縮 室 を 形 成 し 、 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル と こ れ
の 鏡 板 背 面 側 を 略 支 持 す る 軸 受 部 材 に リ ン グ 状 の 溝 部 を 設 け 、 前 記 軸 受 部 材 と 前 記 鏡 板 背
面 側 の 中 央 部 に 潤 滑 用 オ イ ル に よ り 高 圧 を 与 え る 高 圧 部 と 、 こ の 高 圧 部 と は 前 記 溝 部 に 装
着 さ れ た 合 口 部 を 有 す る リ ン グ 状 の 摺 動 仕 切 り 環 に よ っ て 仕 切 ら れ 、 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル
鏡 板 背 面 の 外 周 部 に 前 記 高 圧 部 よ り 低 い 所 定 の 圧 力 を 印 加 す る 背 圧 空 間 と を 設 け た ス ク ロ
ー ル 圧 縮 機 に お い て 、
二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と し 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動
す る 面 の 一 部 に 高 圧 の オ イ ル を 常 時 導 く 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 内 部 に 、 一 方 の 開 口 部 が 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 前 記 旋 回
ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 が 前 記 高 圧 部 に 常 時 開 口 し
て い る 連 通 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 連 通 路 の 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に
開 口 す る 開 口 部 を 、 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル が 旋 回 し て も 、 前 記 圧 縮 室 に 開 口 し な い 位 置 に 設
け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 内 部 に 、 一 方 の 開 口 部 が 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 前 記 旋 回
ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 が 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡
板 の 背 面 に け る 高 圧 空 間 に 開 口 す る 連 通 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ク
ロ ー ル 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 連 通 路 の 一 部 に 絞 り 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ 記 載 の ス ク ロ ー ル 圧 縮
機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 固 定 ス ク ロ ー ル に お い て 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と
が 摺 動 す る 面 に 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 通 路 の 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 前 記 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 開
口 す る 開 口 部 を 、 前 記 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 に 連 通 し な い 位 置 に 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 暖 房 空 調 装 置 や 冷 蔵 庫 等 の 冷 却 装 置 、 あ る い は ヒ ー ト ポ ン プ 式 の 給 湯 装 置
等 に 用 い ら れ る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 に お い て 、 旋 回 ・ 固 定 鏡 板 間 の 摺 動 面 の 接 触 を 良 好 な 状 態 に 保
ち 、 摩 擦 損 失 を 低 減 す る た め に 、 旋 回 ス ク ロ ー ル 鏡 板 内 部 に 、 一 方 の 開 口 部 が 旋 回 ス ク ロ
ー ル 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル 鏡 板 の 摺 動 部 に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 は 旋 回 ス ク ロ ー ル の
背 面 に 設 け て 摺 動 仕 切 り 環 に よ っ て 断 続 的 に 摺 動 仕 切 り 環 の 内 側 の 高 圧 部 に 開 口 す る 通 路
を 設 け た 構 成 を と っ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 図 ６ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 圧 縮 機 構 部 断 面 図 で あ る 。
図 ６ に 示 す よ う に 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ に 油 通 路 ５ ０ を 設 け 、 旋 回 ス ク ロ ー
ル １ ３ の 旋 回 に 伴 っ て 油 通 路 ５ ０ の 開 口 を 摺 動 仕 切 り 環 ７ ８ よ り 中 心 側 に 臨 ま せ る こ と に
よ っ て 、 高 圧 部 ３ ０ に あ る オ イ ル を 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ と 固 定 ス ク ロ ー ル １
２ と の 摺 動 面 １ ３ ｂ に 導 く こ と に よ り 、 良 好 な 潤 滑 状 況 を 達 成 し 、 摩 擦 損 失 を 低 減 す る も
の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ０ ７ ３ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 二 酸 化 炭 素 冷 媒 を 使 用 す る 場 合 、 圧 力 が 従 来 の Ｈ Ｆ Ｃ 冷 媒 の 約 ３ 倍 と な り 、 旋 回 ス ク ロ
ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に は 、 過 大 な 押 し 付 け 力 が 発 生 す る た
め 、 従 来 の 仕 様 で は 摺 動 損 失 の 増 大 、 あ る い は 、 か じ り や 異 常 摩 耗 を 引 き 起 こ し て し ま う
。 ま た 、 大 容 量 で 多 冷 媒 と な る シ ス テ ム で は 、 液 冷 媒 の 戻 り が 激 し い 過 渡 運 転 時 に お い て
は 、 洗 浄 性 の 高 い 二 酸 化 炭 素 の 液 冷 媒 に よ り 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の ス ラ ス ト 面 に お い て オ イ
ル 切 れ や 温 度 上 昇 が 発 生 し て 焼 付 き に 至 る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 上 記 従 来 の 構 成 の よ う に 、 高 圧 の オ イ ル を 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ
ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 供 給 し て い る が 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 回 転 に 伴 う 断 続 的 な 給 油
で あ る た め 、 一 時 的 に せ よ 無 給 油 状 態 が 発 生 し て し ま う 。 ま た 、 断 続 的 に 高 圧 が 旋 回 ス ク
ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と の 摺 動 面 に か か る た め 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 を
引 き 離 そ う と す る 力 が 断 続 的 に 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に 、 二 酸 化 炭 素 を 用 い た ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 シ ス テ ム な ど で は 、 シ ス テ ム の 特 性 上 非 常
に 低 い 圧 縮 比 で ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 が 運 転 さ れ る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 運 転 条 件 下 で 旋 回
ス ク ロ ー ル が 固 定 ス ク ロ ー ル か ら 引 き 離 さ れ 、 接 触 部 に お い て 片 当 た り を 発 生 し な が ら 運
転 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル
の 鏡 板 と の 摺 動 面 に お け る 摺 動 損 失 を 低 減 す る と と も に 、 低 圧 縮 比 運 転 下 で 旋 回 ス ク ロ ー
ル の 転 覆 現 象 を 抑 制 し 、 高 効 率 で 信 頼 性 の 高 い ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 は 、 二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と
し 、 固 定 ス ク ロ ー ル と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 が 摺 動 す る 面 の 一 部 に 連 通 路 等 を 設 け て 高 圧
の オ イ ル を 常 時 導 く 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 の 摺 動 面 に 高 圧 の オ イ
ル を 常 時 導 い て い る た め 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 を 引 き 離 そ う と す る 力 が 断 続 的 に 発 生 し
た り 、 無 給 油 状 態 が 発 生 し た り す る よ う な 不 安 定 な こ と が な く 、 油 膜 厚 さ を 厚 く で き 、 摺
動 損 失 を 低 減 す る と と も に 、 摺 動 面 に お け る か じ り や 異 常 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 は 、 低 圧 縮 比 運 転 下 で 、 圧 縮 効 率 を 向 上 で き 、 冷 凍 空 調 機 器
の 高 効 率 化 お よ び 高 信 頼 性 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 に お い て 、 二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と し 、 固 定 ス ク ロ ー ル と
旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 の 一 部 に 高 圧 の オ イ ル を 常 時 導 く 構 成 と し た も の で
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あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 来 、 高 圧 の オ イ ル を 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に
供 給 し て い る た め 、 断 続 的 な 給 油 と な り 、 無 給 油 状 態 が 発 生 し て し ま う 。 特 に 、 二 酸 化 炭
素 を 冷 媒 と し た 時 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に は 、
過 大 な 押 し 付 け 力 が 発 生 す る た め 、 摺 動 損 失 の 増 大 、 あ る い は 、 か じ り や 異 常 摩 耗 を 引 き
起 こ し て し ま う が 、 本 発 明 の 構 成 に よ っ て 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡
板 と が 摺 動 す る 面 に 常 時 安 定 し た 圧 力 に よ っ て 給 油 で き る た め 、 摺 動 損 失 を 低 減 で き る と
共 に 、 摺 動 面 に お け る か じ り や 異 常 摩 耗 を 抑 制 で き 、 高 効 率 で 高 信 頼 性 な ス ク ロ ー ル 圧 縮
機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 で 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 内 部 に 、 一 方 の 開 口 部 が 固 定
ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 が
高 圧 部 に 常 時 開 口 す る 連 通 路 を 設 け た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 圧 縮 機 底 部 の オ イ ル 溜
り よ り 、 旋 回 ス ク ロ ー ル の 内 部 を 通 り 、 オ イ ル を 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル
の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 確 実 に 供 給 す る こ と が で き 、 高 効 率 で 高 信 頼 性 の ス ク ロ ー ル 圧 縮
機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 第 ２ の 発 明 の 連 通 路 に お い て 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ
ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 開 口 す る 開 口 部 が 、 旋 回 ス ク ロ ー ル が 旋 回 し て も 、 圧 縮 室 に
開 口 し な い 位 置 に 設 け た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 連 通 路 か ら 高 圧 の オ イ ル が 流 入 す る
こ と に よ る 吸 入 加 熱 が な く 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 第 １ の 発 明 で 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 内 部 に 、 一 方 の 開 口 部 が 固 定
ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 が
固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 背 面 に け る 高 圧 部 に 開 口 す る 連 通 路 を 設 け た も の で あ る 。 こ れ に よ
っ て 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 背 面 に け る 高 圧 部 に 溜 ま っ た オ イ ル を 、 固 定 ス ク ロ ー ル 内 部
の 連 通 路 を 通 り 、 オ イ ル を 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面
に 確 実 に 供 給 す る こ と が で き 、 高 効 率 で 高 信 頼 性 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 第 １ ～ ４ の 発 明 で 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板
と が 摺 動 す る 面 に 開 口 す る 連 通 路 の 一 部 に 絞 り 部 を 設 け た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 固
定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 適 量 の オ イ ル を 常 時 給 油 す
る こ と が で き 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 第 １ ～ ５ の 発 明 で 、 固 定 ス ク ロ ー ル に お い て 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡
板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す る 面 に 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 を 形
成 し た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 従 来 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板
と が 摺 動 す る 面 に は 比 較 的 高 い 油 膜 圧 力 が 発 生 し て 旋 回 ス ク ロ ー ル が 固 定 ス ク ロ ー ル よ り
引 き 離 さ れ よ う と す る が 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 に よ り 、 溝 内 に 吸 入 圧 力
が 作 用 し 、 背 圧 力 が 高 め ら れ る こ と に よ り 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡
板 と が 摺 動 す る 面 に 高 圧 の 連 通 路 が 開 口 し て も 、 低 圧 縮 比 運 転 下 で も 旋 回 ス ク ロ ー ル の 片
当 た り 現 象 が 抑 制 さ れ る 。 よ っ て 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 第 ６ の 発 明 で 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が
摺 動 す る 面 に 開 口 す る 開 口 部 が 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 に 連 通 し な い 位 置
に 設 け た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 内 を 、 確 実 に
吸 入 圧 力 に す る こ と が で き 、 低 圧 縮 比 運 転 下 で も 旋 回 ス ク ロ ー ル の 片 当 た り 現 象 が 抑 制 さ
れ る 。 ま た 、 高 圧 の オ イ ル が 、 固 定 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル の 鏡 板 と が 摺 動 す
る 面 に 開 口 す る 開 口 部 か ら 固 定 ス ク ロ ー ル の 吸 入 口 に 連 通 す る 溝 を 通 り 、 吸 入 口 に 戻 さ れ
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る こ と が な く 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は 図 １
の 圧 縮 機 構 部 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 の よ う に 構 成 さ れ た ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 に つ い て
、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 は 、 密 閉 容 器 １ 内 に 溶 接 や 焼 き 嵌 め な ど
し て 固 定 し た ク ラ ン ク 軸 ４ の 主 軸 受 部 材 １ １ と 、 こ の 主 軸 受 部 材 １ １ 上 に ボ ル ト 止 め し た
固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と の 間 に 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 噛 み 合 う 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ を 挟 み
込 ん で ス ク ロ ー ル 式 の 圧 縮 機 構 ２ を 構 成 し 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ と 主 軸 受 部 材 １ １ と の 間
に 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 自 転 を 防 止 し て 円 軌 道 運 動 す る よ う に 案 内 す る オ ル ダ ム リ ン グ な
ど に よ る 自 転 規 制 機 構 １ ４ を 設 け て 、 ク ラ ン ク 軸 ４ の 上 端 に あ る 偏 心 軸 部 ４ ａ に て 旋 回 ス
ク ロ ー ル １ ３ を 偏 心 駆 動 す る こ と に よ り 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ を 円 軌 道 運 動 さ せ 、 こ れ に よ
り 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ と の 間 に 形 成 し て い る 圧 縮 室 １ ５ が 外 周 側 か
ら 中 央 部 に 移 動 し な が ら 小 さ く な る の を 利 用 し て 、 密 閉 容 器 １ 外 に 通 じ た 吸 入 パ イ プ １ ６
お よ び 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 外 周 部 の 吸 入 口 １ ７ か ら 冷 媒 ガ ス を 吸 入 し て 圧 縮 し て い き 、
所 定 圧 以 上 に な っ た 冷 媒 ガ ス は 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 中 央 部 の 吐 出 口 １ ８ か ら リ ー ド 弁 １
９ を 押 し 開 い て 密 閉 容 器 １ 内 に 吐 出 さ せ る こ と を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 背 面 部 分 に は 、 主 軸 受 部 材 １ １ に 配 置 さ れ て い る 摺 動 仕 切 り 環 ７
８ が あ り 、 旋 回 運 動 を 行 い な が ら 摺 動 仕 切 り 環 ７ ８ に よ り 、 摺 動 仕 切 り 環 ７ ８ の 内 側 領 域
で あ る 高 圧 部 ３ ０ と 、 外 側 領 域 で あ る 高 圧 と 低 圧 の 中 間 圧 に 設 定 さ れ た 背 圧 空 間 ２ ９ と に
仕 切 ら れ て い る 。 こ の 背 面 の 圧 力 付 加 に よ り 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ は 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ に
安 定 的 に 押 し つ け ら れ 、 漏 れ を 低 減 す る と と も に 安 定 し て 円 軌 道 運 動 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ に は 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 背 面 の 背 圧 空 間 ２ ９ の 圧 力 を
制 御 す る 背 圧 調 整 弁 ９ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 圧 縮 機 運 転 中 は 、 ク ラ ン ク 軸 ４ の 下 向 き の 他 端 に は ポ ン プ ２ ５ が 設 け ら れ 、 ス ク ロ ー ル
圧 縮 機 と 同 時 に 駆 動 さ れ る 。 こ れ に よ り ポ ン プ ２ ５ は 密 閉 容 器 １ の 底 部 に 設 け ら れ た オ イ
ル 溜 め ２ ０ に あ る オ イ ル ６ を 吸 い 上 げ て ク ラ ン ク 軸 ４ 内 を 通 縦 し て い る オ イ ル 供 給 穴 ２ ６
を 通 じ て 圧 縮 機 構 ２ に 供 給 す る 。 こ の と き の 供 給 圧 は 、 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 吐 出 圧 力 と ほ
ぼ 同 等 で あ り 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ に 対 す る 背 圧 源 と も な る 。 こ れ に よ り 、 旋 回 ス ク ロ ー
ル １ ３ は 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ か ら 離 れ た り 片 当 た り し た り す る よ う な こ と は な く 、 所 定 の
圧 縮 機 能 を 安 定 し て 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 供 給 さ れ た オ イ ル ６ の 一 部 は 、 供 給 圧 や 自 重 に よ っ て 、 逃 げ 場 を 求 め る よ う
に し て 偏 心 軸 部 ４ ａ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ と の 嵌 合 部 、 ク ラ ン ク 軸 ４ と 主 軸 受 部 材 １ １ と
の 間 の 軸 受 部 ６ ６ に 進 入 し て そ れ ぞ れ の 部 分 を 潤 滑 し た 後 落 下 し 、 オ イ ル 溜 め ２ ０ へ 戻 る
。 高 圧 部 ３ ０ に 供 給 さ れ た オ イ ル ６ の 別 の 一 部 は 、 高 圧 部 ３ ０ に 開 口 を 有 す る 通 路 ５ ４ を
通 っ て 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の ラ ッ プ １ ３ ｃ と の 摺 動 部 １ ３
ｄ と 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 外 周 部 ま わ り に あ っ て 自 転 規 制 機 構 １ ４ が 位 置 し て い る 背 圧
空 間 ２ ９ と に 分 岐 し て 進 入 し 、 摺 動 部 １ ３ ｄ お よ び 自 転 規 制 機 構 １ ４ の 摺 動 部 を 潤 滑 す る
の に 併 せ 、 背 圧 空 間 ２ ９ に て 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 背 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 背 圧 空 間 ２ ９ に 進 入 す る オ イ ル ６ は 、 絞 り ５ ７ で の 絞 り 作 用 に よ っ て 高 圧 部 ３ ０ と 圧 縮
室 １ ５ の 低 圧 側 と の 圧 力 の 中 間 と な る 中 間 圧 に 設 定 さ れ る 。 背 圧 空 間 ２ ９ は 高 圧 部 ３ ０ の
高 圧 側 と の 間 が 環 状 仕 切 り 環 ７ ８ に よ っ て シ ー ル さ れ て い て 、 進 入 し て く る オ イ ル が 充 満
す る に つ れ て 圧 力 を 増 し 、 所 定 の 圧 力 を 超 え る と 、 背 圧 調 整 弁 ９ が 作 用 し て 、 圧 縮 室 １ ５
の 吸 入 部 分 に 戻 さ れ 進 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の オ イ ル ６ の 進 入 は 所 定 の 周 期 で 繰 り 返 さ れ 、 こ の 繰 り 返 し の タ イ ミ ン グ は 吸 入 、 圧
縮 、 吐 出 の 繰 り 返 し サ イ ク ル と 、 絞 り ５ ７ に よ る 減 圧 設 定 と 背 圧 調 整 機 構 ９ で の 圧 力 設 定
と の 関 係 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 決 ま り 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の ラ ッ
プ １ ３ ｃ と の 摺 動 部 １ ３ ｄ へ の 意 図 的 な 潤 滑 と な る 。 こ の 意 図 的 な 潤 滑 は 前 記 し た よ う に
背 圧 調 整 弁 ９ に よ る 連 絡 路 １ ０ の 凹 部 １ ０ ５ へ の 開 口 に よ っ て 常 時 保 証 さ れ る 。 吸 入 口 １
７ へ と 供 給 さ れ た オ イ ル ６ は 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 旋 回 運 動 と と も に 圧 縮 室 １ ５ へ と 移 動
し 、 圧 縮 室 １ ５ 間 の 漏 れ 防 止 に 役 立 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ の 内 部 に 、 一 方 の 開
口 部 が 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ と が 摺 動 す る 摺 動 面 １ ３ ｂ
に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 が 高 圧 部 ３ ０ に 常 時 開 口 す る 連 通 路 ８ ０ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 通 常 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ に お け る 摺 動 面 に
は 、 過 大 な 押 し 付 け 力 が 発 生 す る 。 特 に 二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と し た 場 合 、 こ の 押 し 付 け 力 は
非 常 に 大 き く な る た め 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の の 鏡 板 １ ３ ａ
と の 摺 動 面 １ ３ ｂ に お い て 、 油 膜 が 形 成 し づ ら く 、 摺 動 損 失 が 大 き く な り 、 性 能 低 下 が 発
生 す る が 、 連 通 路 ８ ０ に よ り 、 常 時 、 積 極 的 に 高 圧 の オ イ ル ６ を 摺 動 面 １ ３ ｂ に 給 油 す る
こ と に よ り 、 油 膜 厚 さ を 増 加 さ せ て 摺 動 損 失 を 低 減 し 、 圧 縮 機 効 率 向 上 お よ び 高 信 頼 性 化
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 連 通 路 ８ ０ の 一 部 に 絞 り 部 を 設 け て お く こ と に よ っ て 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡
板 と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ に お け る 摺 動 面 １ ３ ｂ に 、 適 量 の オ イ ル ６ を 供 給 す
る こ と が で き 、 よ り 高 効 率 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の
実 施 の 形 態 に 係 る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 固 定 ス ク ロ ー ル を 下 方 よ り 見 た 平 面 図 で 、 旋 回 ス ク
ロ ー ル １ ３ に 設 け た 連 通 路 ８ ０ の 開 口 部 の 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ に お け る 軌 跡 を 示 す 。 図
に 示 す よ う に 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 旋 回 運 動 に 伴 い 、 連 通 路 ８ ０ の 開 口 部 が 圧 縮 室 １ ５
に 臨 ま な い よ う に す る と と も に 、 あ る 程 度 の シ ー ル 長 さ を 設 け る よ う に 設 定 し て い る 。 こ
れ に よ り 、 連 通 路 ８ ０ を 経 由 し て 圧 縮 室 １ ５ へ 高 圧 の オ イ ル ６ が 流 入 す る こ と に よ る 吸 入
加 熱 が な く 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 １ お よ び 図 ４ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 発
明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 圧 縮 機 構 部 の 断 面 図 で あ る 。 固 定 ス ク
ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 １ ２ ａ 内 部 に 、 一 方 の 開 口 部 が 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 １ ２ ａ と 旋 回
ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ と の 摺 動 面 １ ３ ｂ に 開 口 し 、 も う 一 方 の 開 口 部 が 固 定 ス ク ロ
ー ル １ ２ の 鏡 板 背 面 の 吐 出 マ フ ラ ー ７ ７ と の 高 圧 空 間 ３ １ に 開 口 す る 連 通 路 ８ １ を 設 け て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 圧 縮 室 １ ５ か ら 高 圧 空 間 ３ １ に 吐 出 さ れ た 冷 媒 中 に は オ イ ル が 溶 解 し て い る が 、 そ の オ
イ ル ６ の 一 部 は 分 離 さ れ 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 背 面 部 に 溜 ま る よ う に な る 。 そ し て
、 そ の オ イ ル ６ は 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 鏡 板 内 部 に 設 け ら れ た 連 通 路 ８ １ を 通 り 、 固 定
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ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ と の 摺 動 面 １ ３ ｂ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 通 常 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ と の 摺 動 面 １ ３ ｂ に は 、 過 大 な 押 し 付
け 力 が 発 生 す る 。 特 に 二 酸 化 炭 素 を 冷 媒 と し た 場 合 、 こ の 押 し 付 け 力 は 非 常 に 大 き く な る
た め 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 摺 動 面 １ ３ ｂ に お い て 、 油 膜 が 形 成 し
づ ら く 、 摺 動 損 失 が 大 き く な り 、 性 能 低 下 が 発 生 す る が 、 連 通 路 ８ １ に よ り 、 高 圧 の オ イ
ル ６ を 、 積 極 的 に 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ と の 摺 動 面 １ ３ ｂ に 給 油 す る
こ と に よ り 、 油 膜 厚 さ を 増 加 さ せ て 摺 動 損 失 を 低 減 し 、 圧 縮 機 効 率 向 上 お よ び 高 信 頼 性 化
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ５ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の
実 施 の 形 態 に 係 る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 平 面 図 で あ る 。 固 定 ス ク ロ ー
ル １ ２ の 鏡 板 １ ２ ａ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ と の 摺 動 面 に 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２
の 吸 入 口 １ ７ に 連 通 す る 溝 ９ ０ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 の 形 態 １ ～ ３ の よ う に 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 が 摺 動 す
る 面 に 高 圧 の オ イ ル を 連 通 路 ８ ０ ， ８ １ を 設 け て 給 油 す る 場 合 、 連 通 路 ８ ０ ， ８ １ の 開 口
部 に お け る 圧 力 が 高 い こ と に よ り 、 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ が 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ か ら 引 き 離
さ れ る 力 が 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し か し 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 吸 入 口 １ ７ に 連 通 す る 溝 ９ ０ に よ り 、 溝 ９ ０ 内 に 吸 入 圧
力 が 作 用 し 、 背 圧 力 が 高 め ら れ る こ と に よ り 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３
の 鏡 板 が 摺 動 す る 面 に 高 圧 の 連 通 路 ８ ０ ， ８ １ が 開 口 し て も 、 低 圧 縮 比 運 転 下 で も 旋 回 ス
ク ロ ー ル １ ３ の 転 覆 現 象 が 抑 制 さ れ る 。 よ っ て 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 連 通 路 ８ ０ に つ い て は 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ
ー ル １ ３ の 鏡 板 １ ３ ａ に お い て 摺 動 す る 面 に 開 口 す る 開 口 部 は 、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 吸
入 口 １ ７ に 連 通 す る 溝 ９ ０ に 連 通 し な い 位 置 に 設 け る よ う に す る 。 こ れ に よ っ て 、 固 定 ス
ク ロ ー ル １ ２ の 吸 入 口 １ ７ に 連 通 す る 溝 ９ ０ 内 を 、 確 実 に 吸 入 圧 力 に す る こ と が で き 、 低
圧 縮 比 運 転 下 で も 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 転 覆 現 象 が 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 高 圧 の オ イ ル ６ が
、 固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ と 旋 回 ス ク ロ ー ル １ ３ の 鏡 板 に お け る 摺 動 面 に 開 口 す る 開 口 部 か ら
固 定 ス ク ロ ー ル １ ２ の 吸 入 口 １ ７ に 連 通 す る 溝 ９ ０ を 通 り 、 吸 入 口 １ ７ に 戻 さ れ る こ と が
な く 、 高 効 率 な ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 は 、 低 圧 縮 比 運 転 下 で も 、 圧 縮 効 率 向
上 を 実 現 す る こ と が き 、 作 動 流 体 を 冷 媒 と 限 る こ と な く 、 空 気 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 、 真 空 ポ
ン プ 、 ス ク ロ ー ル 型 膨 張 機 等 の ス ク ロ ー ル 流 体 機 械 の 用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 圧 縮 機 構 部 の 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 固 定 ス ク ロ ー ル の 平 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 圧 縮 機 構 部 の 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 要 部 で あ る 固 定 ス ク ロ ー ル の
平 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 ６ 　 オ イ ル
　 １ １ 　 主 軸 受 部 材
　 １ ２ 　 固 定 ス ク ロ ー ル
　 １ ２ ａ 　 鏡 板
　 １ ３ 　 旋 回 ス ク ロ ー ル
　 １ ３ ａ 　 鏡 板
　 １ ３ ｂ 　 摺 動 面
　 １ ４ 　 自 転 規 制 機 構
　 １ ５ 　 圧 縮 室
　 １ ７ 　 吸 入 口
　 ２ ９ 　 背 圧 空 間
　 ３ ０ 　 高 圧 部
　 ３ １ 　 高 圧 空 間
　 ７ ８ 　 摺 動 仕 切 り 環
　 ８ ０ ， ８ １ 　 連 通 路
　 ９ ０ 　 溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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